
 １月 27 日(金)になわとび大会を行いました。冬休み明け、学校再開直後にインフルエンザの集団感染による学

年閉鎖があったこともあり例年より練習時間は少なくなりました。しかし、子供達は、この日のために体育の授

業はもちろん登校直後の朝活動前や昼休みなどわずかの時間を惜しんで練習を重ねてきました。おかげでなわと

びの実力を測るなわとびカードも、順調にシールが貼られ、その数に比例して大会への自信もついてきました。    

なわとび大会は、学年ごとに基本の技となる指定種目から始まりました。１・２年生はかけ足とび、３・４年

生はあや跳び、そして５・６年生は二重跳びがその種目になります。上の学年の子が記録を計りながら、「がんば

れ」｢あと少し」などといったかけ声で励まします。時間が短い分、その一跳びに集中。練習の成果をしっかり発

揮して、新記録更新を達成できた子も多かったようです。その後、得意技の選択種目、持久跳びと続きましたが、

それぞれの種目にがんばって跳び続けている子を、周りの子供達がしっかりと応援する姿が素晴らしかったです。 

☆ なわとび大会終わる 練習の成果をしっかり発揮してがんばる姿に拍手! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

※本校の教育活動については、ＨＰ「活動のようす」を毎日更新し、詳しく紹介しています。定期的なチェックをお願いします。 

  越廼っ子だより ２０２３年 ２月３日(金)発行 
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個人種目だけでなくしおかぜグループでの大なわ「8 の字」跳びでもみんなで心を一つに記録を競い合いました。 

・なわとび大会に向けてぼくの目標は、あやとび、二重跳び、どっちも最高記録を出すことでした。そしてもう一つ、

それは 1，2年生のなわとびをしっかり数えてあげることです。少し緊張しますが、責任をもって数えたいです。ど

っちもがんばります。                                【３年生の日記から】  

・今日なわとび大会がありました。とてもがんばりました。どうしてかというと、なわとび大会で昨日は 2 分もとべな

かったけれど、今日は時間とびを 5分 30秒もとべたし、わざとびも 61回とべたからです。最後に前に出て感想を

発表するのがきんちょうしましたが、それでもうれしかったです。            【1年生ふり返りから】

の感想から】 
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☆学校集金のお願い 現金集金から口座振替への移行について  

☆ 越前海岸盛り上げ隊運営 ギャラリー「はりいしゃ」でガラス作品鑑賞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 越廼地区の地域資源・人材を活用しての調査・見学・体験活動への協力を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では長らく学校集金を児童が現金にて持参する形で徴収させていただいてきました。しかし、低学年が高

額な現金を持ち歩くことの危険性、保護者に小銭も含め現金を期日までに用意していただくことの煩雑さ、さら

に学校の働き方改革の中での事務処理作業の効率化、中学校進学時の事務作業軽減などを勘案し、次年度より中

学校と連携して口座振替による自動引き落とし制に移行したいと考えています。詳細は後日配付の文書でお願い

をしますが、何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 

 本校では、来年度も越廼の中で、越廼を学び、その学びを越廼の未来と自分の将来に生かすことを目的に地域

学習、総合的な学習の時間の学習計画と内容を検討中です。それぞれの項目で詳しい人材や体験活動への指導者

を探しています。越廼っ子のために一緒に何かやってみようと思われる方は学校までお知らせください。 

 ・魚釣りや海藻・貝の採集      ・海水を用いての塩づくり(製塩)    ・手漕ぎ船の操作 

 ・みかん栽培と収穫         ・越廼の生活用水           ・越廼の水力発電所 

 ・魚さばきと魚料理         ・漁の道具とその使い方        ・越廼の昔話・伝説 

 ・松尾神社、春日神社の例祭と神楽  ・民俗行事あっぽっしゃ  旧木造校舎(平成 5 年解体)での学校生活  

 他にも、越廼ではこんな出来事があった、こんな仕事をしていた等のあらゆる情報もお待ちしてます。 

メールでも受け付けていますので、情報をお寄せください。  越廼小代表 E-mail : kosinoe@fukui-city.ed.jp 

作家さんを質問攻めにしてお話を聞く 越前水仙を生けるための花器を鑑賞 作品鑑賞の感想発表とお礼の言葉 

 越廼地区を含む坂井市三国町から敦賀市杉津地区までの越前海岸の「いま」をできるだけ楽しもうと緩やかな

つながりの中で活動されている越前海岸盛り上げ隊の方々が運営する蒲生地区ギャラリ－「はりいしゃ(鍼医者)」

で国見地区在住のガラス造形作家長谷川夫妻の「冬のガラス」展が開催されていました。１月３０日(月)に、３～

５年生１１名が訪問しましたが、美術館へわざわざ出向かなくとも素晴らしい造形作品や絵画作品が学校からわ

ずか５分の場所で鑑賞できることは大変ありがたいことです。ギャラリーへは、１１月のおさのなおこさん木版

画展「越前海岸からの版画郵便」に次いでの２回目の訪問でしたが、直接作家の方から作品説明のお話を聞いた

り制作方法の質問をしたりと、子供達にとっても大きな学びの場となりました。これからも越廼地区内のさまざ

まな場所、施設を活用し、そしてさまざまな人とつながることで子供達の学びの場を広げていきたいと思います。 

・今日の図工でギャラリー「はりいしゃ」でガラスの作品を見に行きました。前に木版画の作品を見たところと同じ場

所でした。中に入って見て色がついているガラスがありました。びっくりしました。理由は、ガラスは透明のものだ

と思い込んでいたからです。そして色の付け方を聞いてみました。そしたら砂からガラスが作れて、そこに鉄を混ぜ

たり銅や金を混ぜて作るそうです。とてもびっくりしました。身近にあるガラスがいろいろな工夫で形や色がつけら

れたり、作れたりしてすごいと思いました。そして何よりぼくがびっくりしたことは照明のカバーもガラスで作れる

ということです。模様もついていました。他にもとてもすごい作品がたくさんありました。【中学年の日記より】                

【３年生の日記から】  

・今日なわとび大会がありました。とてもがんばりました。どうしてかというと、なわとび大会で昨日は 2 分もとべな

かったけれど、今日は時間とびを 5分 30秒もとべたし、わざとびも 61回とべたからです。最後に前に出て感想を

発表するのがきんちょうしましたが、それでもうれしかったです。            【1年生ふり返りから】

の感想から】 

 


